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お手入れのしかた

　�注意
電源プラグを
抜く

●長時間ご使用にならない場合は、安全のため
電源プラグをコンセントから抜く。
　ほこりがたまって発熱・発火の原因になること
があります。

　�注意
電源プラグを
抜く

●晴れた日に半日ほど送風運転をおこない、本機内部を乾燥させてください。内部が濡れたままで長時間
使わないと、カビが発生しやすくなります。

3 掃除終了後は、必ず元の位置に取り付けてください。

プレフィルターにほこりがたまりますと、空気の通りが悪くなり、冷房効果が低下します。
2週間に一度、次の要領で掃除をしてください。

●やわらかい布でからぶきしてください。

1 プレフィルターつまみに手をかけ、ゆっくりと左へ引き出します。

2 掃除機でほこりを吸い取る。汚れがひどい場合は水洗いする。
水洗いした場合は必ずよく陰干ししてから取り付けてください。

●�使用時以外またはお手入れをする際は、電源プラグをコンセント
から抜く。
　�絶縁劣化による感電・漏電火災の原因になります。

プレフィルターの掃除

外側の掃除

お願い
●�プレフィルターを出し入れするときは、パネルを傷付けないようにしてください。
● �40℃以上のお湯で洗わないでください。プレフィルターが縮むことがあります。
●�プレフィルターをはずしたままで運転しないでください。本機内にほこりが
入り故障の原因になります。
●�手荒に扱うとプレフィルターが破れたり、枠が折れることがあります。

　�注意 ●本機を水洗いしない。
　感電の原因になることがあります。

１ヵ月以上使わないときは

お願い
● �40℃以上のお湯は使わないでください。プラスチックが変形
することがあります。
●プラスチックを傷めますので、ベンジン・シンナー・アルコール・
みがき粉・塩素や酵素系洗剤などは使わないでください。
●�化学ぞうきんをご使用の際は、その注意書に従ってください。

水ぬれ禁止
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●温度設定は適正に
　�温度設定は、下げ過ぎないようにしてください。

●窓にはカーテンかブラインドを
　�冷房時に、直射日光の当たる窓には、熱もれを防ぐために、
　カーテンをかけるかブラインドを下ろしてください。

●タイマーの有効活用
　夜は“おやすみ運転”など、タイマーを有効に
　ご活用ください。

●窓や戸はきちんと閉めて
　本機の取り付けられていない窓や戸を閉め忘れたり、完全に閉まって
いなかったりすると、冷気が逃げて電気のムダ使いになります。
　また、本機運転中に換気扇をまわすとわずかな隙間から室外の
　空気が入り適正な室温管理ができなくなることがあります。

知っておいていただきたいこと

●停電したとき
　�停電したあと再び通電されても、保護回路の働きで本機は停止
したままです。運転を再開するときは、あらためて「運転�入／切」
ボタンを押してください。

使用の時は

●長い間本機を使わないとき
　�電源プラグを抜いておくことをおすすめします。電源プラグを差し込んだままの状態ですと、
　運転しなくてもコンピューター回路でわずかに電気が消費されます。

●ご使用いただける温度・湿度・条件
　�冷房運転は「外気の温度：約21℃〜43℃の範囲」「部屋の温度：約21℃〜32℃の範囲」「部屋の湿度：
85％以下」でご使用ください。
　�上記以外の条件で運転されますと保護装置がはたらき運転できないことや、ドレン水が室内側へ滴下する
ことがあります。また、日ざしが強く本機背面にあたる時も本機内の温度が上昇し、保護装置がはたらいたり、
充分な能力を得られない場合があります。この時は設置場所を変えるか、本機背面に日ざしをさえぎる
処置をしてください。（風通しが悪くならないようご注意ください。）

●ドレン水の処理について
　運転中に出るドレン水は本機内部で処理し、外部には出さないようになっています。万一の故障
などにより処理ができなくなったときは、室外側へ滴下します。
　このようなときは運転を停止し、電源プラグを抜いてから、お買い求めの販売店にご連絡ください。
　洗たく物の乾燥など、特殊な用途に使用しないでください。本機のドレン水処理能力を超えますと、
室外側へ水滴が落下するなど、故障の原因となります。

経済的で快適にお使いいただくために
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サービスを依頼する前に
故障かな？と思ったら　次のことをお調べください。

※以上のことをお調べになり、それでも具合の悪いときや下記のような現象が出たときは、
　電源プラグを抜き、すぐお買い求めの販売店にご連絡ください。

　●ブレーカーやヒューズがたびたび切れる。
　●スイッチの動作が不確実。
　●誤って本機内部に異物や水を入れてしまった。
　●焦げ臭いにおいがする。
　●電源コ−ドの過熱や電源コードの被覆に破れがある。
　●表示ランプにエラー表示がでる。

お知らせ

●正常な運転の状態
　吹出口から出る風の温度と、室外温度との温度差が冷房時 8℃程度あれば�
正常な運転状態です。
　�室内・室外の周囲温度、周囲湿度の運転状況により、製品の吹出口から、不均一な
温度の冷風がでる場合がありますが、充分能力は発揮されており異常では
ありません。

①リモコンの乾電池が古くなっていませんか？ 
　入れ方をまちがっていませんか？

確認する 
（8 ページ参照）

②電源プラグが差し込まれていますか？ 電源プラグの差し込みを 
確認する。

③ご家庭用のヒューズやブレーカーが切れて 
　いませんか？

④停電ではありませんか？

①プレフィルターにほこりが詰まっていませんか？

運転しない

冷えない

プレフィルターを 
掃除する。

② " 温度設定 " のセットは適正になっていますか？ 確認する。

③上下風向板は運転内容にあった正しい位置に 
　なっていますか？ 正しい位置になおす。

④室外側の吸込口や吹出口を障害物などでふさいで 
　いませんか？

ふさいでいるものを 
とりのぞく。

⑤部屋の窓や戸があいていませんか？
　換気扇がまわっていませんか？ 確認する。

⑥本機背面の窓や網戸は開けてありますか？ 
　サッシなどに取り付けたパッキン類が一部でも 
　室外側の吸込口や吹出口をふさいでいませんか？

確認する。

症　状 確認箇所 処置方法
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これは故障ではありません。
こんな場合 原　　因

停止直後に再運転できない。

ときどき水の流れるような音
（シュルシュル、シャー）や、
沸騰するような音（ボコボコ）
がすることがある。

運転を停止後 3分間は、再運転をストップして機械を守り、　　
ヒューズ、ブレーカー切れを防ぎます。
（マイコンに組込んである3分間保護回路が自動的に働きます）

「ピチャピチャ」という音が
することがある。

これは本機の中の液（冷媒）が流れる音です。停止中も出ることが
あります。

ときどき「キシキシ」という
小さな音がすることがある。

これは本機の内部でドレン水の処理をしている音です。

冷房運転中に吹出口から霧が�
出ているように見えることがある。

これは本機自身が温度変化によって膨張したり収縮するために出る
音です。

本機からにおいが出てくる�
ことがある。

これは低温多湿時に見られる現象で、部屋の空気が冷風で冷やされて
霧になるためです。

リモコンがきかない

これは空気中に含まれているいろいろなにおい（たばこの煙、化粧品、
食品、ペット臭など）が本機に付着し、それが吹き出すためです。

リモコン信号を本機が受信ミスした可能性があります。いったん�
リモコンで運転停止し、再度運転してください。
本機やリモコン付近で蛍光灯がついているとリモコン信号を受信�
しないことがあります。蛍光灯の位置を変えるか、蛍光灯を消して
再度運転してください。
乾電池の消耗により液晶表示が出ていても信号を送信しないことが
あります。新しい乾電池に 2本とも交換してください。

お願い
それでも異常があるときは、運転を停止して電源プラグを抜き、お買い求めの
販売店にご連絡のうえ修理をお申しつけください。
異常のまま運転を続けると、故障や感電・火災の原因になります。

●お申し出により 出張修理 いたします。

※本機は故障・異常が生じたら、本機の表示ランプの「点滅」・「点灯」で異常原因を表示します。
＝�遅い点滅（パッ…パッ…） ＝�早い点滅（パッ、パッ、パッ、） ＝�点灯

原　因運 転 ドライ タイマー 処　置
●電源周波数判定の異常です。 ●電源プラグをコンセントに差し直してください。

再度点滅した時は販売店にご相談ください。
●停電後、復帰しました。
●電源プラグをコンセントに差し込んだとき。

●冷房運転時、室内側の熱交換器が凍結
しないための制御です。
●ドライ運転時、室内側の熱交換器が
凍結しないための制御です。
●過熱防止保護装置が働いています。
　または、冷凍サイクルに異常があります。

●故障ではありません。リモコンで運転
させてください。

●室温サーミスタが断線しました。

●配管サーミスタが短絡しました。

●配管サーミスタが断線しました。

●販売店にご相談ください。

●販売店にご相談ください。

●販売店にご相談ください。

●室温サーミスタが短絡しました。 ●販売店にご相談ください。

●販売店にご相談ください。

●販売店にご相談ください。
●本機背面の窓が開いていることを確認してください。
それでも直らない時は、販売店にご相談ください。

表示ランプの表示

表示ランプ
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長年ご使用のエアコンの点検を

▼
以上のような症状の時は、使用を中止し故障や事故の防止のため、必ずお買い
求めの販売店に点検をご相談ください。

愛情点検

●電源コードの一部や電源プラグが、さわれなくなるほど熱くなったりしてませんか？
●焦げ臭いにおいがしたりしてませんか？
●エアコンから、室内に水漏れしてませんか？
●エアコンの標準取付け枠が腐食したりゆるんでいたりしてませんか？
●電源プラグの差込部が変色してたりしてませんか？
●運転音が異常に高くなったりしてませんか？
●漏電ブレーカーがひんぱんに落ちたりしてませんか？
●その他の異常や故障がありませんか？

点検整備

●市販のエアコン洗浄スプレーは使用しない。
　感電や故障、本機内部の破損、排水経路の
　詰まりによる水漏れの原因になります。

　�注意

●�本機を数シーズン使いますと、内部が汚れ性能が低下することがあります。
　�使用状態によっては、ごみやほこりでドレン水の排水経路を詰まらせることもあります。
●通常のお手入れとは別に、点検整備をおすすめします。
●点検整備には専門技術を必要とします。点検整備は、お買い求めの販売店にご相談ください。

禁止

標準取付け枠
●傷んだ標準取付け枠は使用しない。
　標準取付け枠は長期間ご使用いただくと経年�
劣化します。そのまま放置すると、本機の落下や
けがの原因になります。

　�注意
標準取付け枠が極端にさびている、あるいは傾いているなど、据え付けが不安定になっていませんか。

禁止

定期点検
半年〜１年に一度定期的に次の点検をおこなってください。
もしご不審な点がありましたら、すぐお買い求めの販売店にご連絡ください。

アース

●電源プラグは、ほこりが付着していないか確認し、
ガタつきのないように根元まで確実に差し込む。
　ほこりが付着したり、接続が不完全な場合は火災や
感電の原因になります。電源プラグにたまったほこり�
などは定期的（１箇月に１〜2回）に掃除をしてください。

　�警告
確認

電源プラグがコンセントにしっかり差し込まれていますか？
電源プラグとコンセントの間に " ゆるみ " がないことを確認してください。

●確実にアースをおこなう。
　アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話の�
アース線に接続しない。アースが不完全な場合�
は、感電の原因になります。アース工事は、�
電気工事士の資格が必要です。お買い求めの�
販売店または専門業者に依頼してください。

　�警告

アース線が外れていたり、途中で切れたりしていませんか？

コンセント

アース線
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型 式 TIW-A180G TIW-A160G

電 源 単相100V

定　 格　 周　 波　 数　（Hz） 50／ 60

冷　　 房　　 能　　 力　（kW） 1.6 ／ 1.8 1.4 ／ 1.6

除　湿　能　力　（冷房時）（L／ h） 1.0 ／ 1.2 0.8 ／ 1.0

冷房面積の
目 安（m2）

鉄筋アパート南向き和室 11／ 12 10／ 11

木 造 南 向 き 和 室 7／ 8 6／ 7

運転電流（Ａ） 冷 房 6.6�／ 7.0 6.0�／ 6.4

消費電力（Ｗ） 冷 房 575／ 674 523／ 598

運転音（音響パワーレベル）��（dB）
〔ＪＩＳ　Ｃ9612：2013〕

室 内 55／ 57 51／ 53

室 外 59／ 62 57／ 59

運転音（音圧レベル）��（dB）
〔ＪＩＳ　Ｃ9612：2005〕

室 内 44／ 46 40／ 42

室 外 48／ 51 46／ 48

電�� 源�� コ��ー�� ド�� 長�� さ��（m） 1.8

外形寸法（幅×奥行×高さ）（mm） 361× 275× 742

製�� � � 品� � � � 質� � � � 量� � �（kg） 23 22

仕　様

●�この仕様値は、JIS（日本工業規格）にもとづいた数値です。　「／」で示される数値は左が50Hz、右が 60Hz の値です。
●2013 年のＪＩＳ改正で運転音の測定方法が変わりました。

【設計上の標準使用期間】10年
設計上の標準使用期間を超えて使用されますと、経年劣化による発火・けがなどの事故に至るおそれが
あります。

項　目 条　件

環
境
条
件

電源電圧 単相100V
周波数 50／60Hz
冷房室内温度 27℃（乾球温度）
冷房室内湿度 47％（湿球温度�19℃）
冷房室外温度 35℃（乾球温度）
冷房室外湿度 40％（湿球温度�24℃）
設置条件 標準設置

項　目 時　間

想
定
時
間

1日の使用時間 9時間／日
1年間の使用時間 1008時間／年
1年間の
　標準使用日数

東京モデル
冷房6月2日から9月21日までの112日間

〈設計上の標準使用期間とは〉

【製造年】本体に西暦表示してあります。

【本体への表示内容】
●�経年劣化により危害の発生が高まるおそれがあることを注意喚起するために、電気用品安全法で義務付けられた以下の
内容の表示を本体におこなっています。

※�運転時間や温湿度など、標準的な使用条件に基づく経年劣化に対して、製造した年から安全上支障なく使用することができる
標準的な期間です。
※設計上の標準使用期間は、保証書に記載の無償保証期間とは異なります。また、偶発的な故障を保証するものでもありません。
●標準的な使用条件　日本工業規格　JIS�C��9921-3による

負
荷
条
件

住宅　　　　　木造平屋、南向き和室、居間
部屋の広さ　　製品能力に見合った広さの部屋（畳数）

●�「経年劣化」とは長期間にわたる使用や放置に伴い生ずる劣化をいいます。

長期使用製品安全表示制度に基づく本体表示について
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保証とアフターサービス（必ずお読みください）

エアコンの補修用性能部品の保有期間は、製造打切り後9年です。
補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。

補修用性能部品の
保有期間について

●�この商品は保証書付きです。保証書は、販売店で所定事項をご記入してお渡しいたしますので、
　記載内容をご確認いただき、大切に保管してください。
●保証期間はお買い求めの日から1年間です。（ただし、冷凍サイクル部分は5年間です。）
　なお、保証期間中でも有料になることがありますので、保証書をよくお読みください。
●保証期間経過後の修理については、販売店にご相談ください。
　�修理によって機能が維持できる場合は、お客様のご要望により修理いたします。費用など詳しいことは、
お買い求めの販売店にご相談ください。
　当社は、販売店からの注文により、補修用性能部品を販売店に供給します。

保証について

再取り付け工事の
お申し込みは

販売店に再取り付け工事（転居または別の部屋への移設）を依頼する場合、
繁忙期に当たる夏期は取り付け工事が遅れぎみになりますので、余裕を
持ってご依頼ください。
費用など詳しいことは、お買い求めの販売店か、下記の�お客様相談窓口�に
お問い合わせください。

転居されるときは
ご転居により、お買い求めの販売店のアフターサービスを受けられなくなる場合は、
前もって販売店にご相談ください。ご転居先での当社製品取扱店を紹介させて
いただきます。

アフターサービス
でお困りの場合は

アフターサービスについてご不明の場合、その他お困りの場合、お買い求めの
販売店か、下記の�お客様相談窓口�にお問い合わせください。

使用中に異常が生じたときは、直ちに電源プラグを抜き、
お買い求めの販売店に修理を依頼してください。
アフターサービスをお申しつけいただくときは、
右のことをお知らせください。

型　　式…例TIW-A180G
故障状態…できるだけ詳しく
ご芳名・ご住所・お電話番号
お買い求め年月日

アフターサービスについて

　�警告
●修理は、お買い求めの販売店または、当社の�お客様相談窓口に
　ご相談ください。
　ご自分で修理をされたときに、不備があると火災や感電等の原因に
なります。

お知らせ
●廃棄時にご注意願います。
　2001年4月施行の家電リサイクル法では、お客様がご使用済みのエアコンを廃棄�
される場合は、収集・運搬料金と再商品化等料金をお支払いいただき、対象品を
販売店や市町村に適正に引き渡すことが求められています。

お客様相談窓口

フリーコール　0120-104-154
■受付時間：平日（月曜〜金曜）　午前 9時〜午後 5時
� （土・日・祝日は除く）

実施

お客様相談窓口


